
皆様から寄せられたSDGs宣言（令和7年4月）　※到着順

余裕を持って人生にのぞみ、他者に気を使えるようになりたい。他人に対しておおらかになりた
い。

● ● ●

・環境にやさしいエネルギーを選択します。
・省エネ商品を選択します。

無自覚な差別意識や差別行為を注意をしながら、まず相手の立場に立って考え行動していく。 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

普段生活で利用している自動車、家でのガス利用等のエネルギー消費を省ける所を見直すこ
となど取り組めるのではないかと考える。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

ゴミのポイ捨てや食材を残さないこと、人権を尊重すること、都市の緑化に貢献する。
日々、少しずつでも運動を行い健康増進に努める。

● ● ● ● ● ● ●

積極的に活動理解し次の時代へひきつげる準備をしていき、その時がきたらすぐひきつげるよ
うにする。

● ● ●

全体の奉仕者として、自分にできる事を責任を持って行動する。目の前の不平等や理不尽から
目をそらさない。

● ● ● ● ●

・業務上、私生活上で紙を使わなくて良い場合、データ等で処理する等のペーパーレスの意
識。
・工事現場でも喫煙は多くある。分煙（喫煙室の設置等）を徹底するように声掛け、指導を行う。

● ● ●

・フードロス反対
・ゴミ捨てない

● ●

情報収集 ● ●

関連するゴール

私のSDGs宣言



関連するゴール

私のSDGs宣言

貧困を解決しようとしている団体を見極めそこに募金する。住みやすい町にするために地方自
治体で働く。

● ● ● ●

ボランティア活動、活動寄付金。人々の生活の苦しさをリアルタイムやSNSでの周知。 ● ● ● ● ● ●

身近な買い物等から最小限にロスの無いようにする。誰でも同じ仕事ができるようにシステム
等の改善に尽力する。

● ● ● ● ●

ゴミの分別や節水、公共交通の利用など、SDGs達成に向けて自分が今できることからしっかり
と行っていきたいです。

● ●

世界の現状を伝える。現地へ行く。 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

争いがなくなるように祈る ●

・清掃ボランティアに参加して、自分の家の近所をきれいにする。
・ゴミを正しく分別する。　海や川にゴミを流さない。
・消費期限が近いものから食材を使う。

● ● ● ● ● ●

寄付やボランティアへの参加。 ● ● ● ● ● ●

どんな人も受け入れる。 ●

仕事にまじめに取り組む。 ● ● ●

自然エネルギーによる発電をガンバっている電力会社を応援する。 ● ●



関連するゴール
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環境に良い取り組みや武力で誰かと戦うのではなく、話し合い等で決めて、平和と公正が保た
れるようにする。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ごみ分別　募金　納税

選挙に行く。5を利用した犯罪が増えないように公的なジェンダー診断など受けて証明書を義務
にする。

●

冷房・暖房＋照明などの普段使用するもので、過度な使用を控えるようにする。 ● ● ●

妥協点の話し合いを納得できるまで行なう。 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

・節水などを行うことで、ういたお金を募金に回す。
・現地に向かい、学校を設けることができるかを考えていく。

● ● ● ● ● ● ●

省エネやマイバッグの持参 ● ● ● ● ●

まずは自分、次に自分の家族、そして大阪府、日本、世界というふうに狭いところから広げてい
く。

● ● ●

小さい子からお年寄りまで周知し続け、当たり前のようにしていくような行動を心がけて認識し
てもらえることが重要だと思った。

自分には想像のつかない価値観や考え方があると知っておくこと。 ● ● ●

身近な人から話して知ってもらう。 ● ● ● ●



関連するゴール
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自分自身がこれから取り組める行動として、貧困をなくすボランティア等に参加したり、健康と福
祉の為に寄付などをして、予防接種等が無料で受けれるように取り組んでいきたいです。

● ● ● ●

・消費期限切れなどによる食べ物の廃棄をなくす。　
・なるべく公共交通機関を利用して出かける。　・ゴミはしっかりと分別する。

● ● ● ●

寄付をすること、現状を伝えていくこと、問題の背景について学び、解決策を考えていくこと。 ● ● ● ● ● ●

行政職員として働くなかで、どのような事業・業務においても取り残される人や不利益が生じる
人がでないよう留意したい。

●

行政や大企業の役割、中小企業の役割、個人の役割を明確にして取り組む。
→具体的には、行政職員として府や組織の方針に従って取り組む。個人としては、自分のでき
ることを明確にして、一つでも大切にできるよう理解を深めゴールを目指す。

・都市整備行政に関わる職員として、住み続けられるまちづくりに貢献できるように各分野の課
題解決に向けて頑張りたい。　
・都市整備行政は守備範囲も広く、防災といった命を守る分野や水環境の保全といった環境施
設などどの分野もSDGsに貢献できると考えます。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

自分だけが良ければという考えを無くし、利他主義の考え方をもって相手が笑顔になるように行
動する。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

様々な考え方を理解し差別しない。性別や国籍など関係なく平等に接する。 ● ●

ユニセフ等を通じて資金を提供する。 ● ● ●

料理等をつくりすぎない。一駅分歩く。 ● ●

できるだけ買い物の時に消費期限が近い物を買う。　「人にやさしく」食べ残しをしない。物を大
切に扱い長く使用する。ゴミを減らす。ゴミをひろう。エネルギーの節約（節電など）。新しいアイ
デアを考える。

● ● ● ● ● ● ● ●



関連するゴール
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ボランティアに参加、色々な考え方や価値観があり、先入観を持たないようにする。 ● ● ●

多様性を認めること。自身の言動に責任を持つこと。 ●

移動の際、徒歩、公共交通機関の利用。 ● ●

平均が高いから全体が高い訳ではないという事を意識すべきに思いました。中央値が重要に
思います。例えば社員平均年収が1,000万でも一部の役員が何千万と収入を取り上げ、他の社
員が200～300万で誰一人1,000万円の者がいなくても平均は高くなります。資料や統計を見る
時は平均と中央値、そのばらつきである標準偏差を考える必要に思いました。

● ●

目の前に落ちている物を拾う。節電。

・コミュニケーションのとりやすい環境になるように努める。
・個人が得た教訓などを全体で共有するように努める。

● ● ● ● ●

倹約する。 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

身近な人から自らが学び得た人権やSDGs の考えを共有し、自らが率先してその模範となる人
になりたいです。

● ● ● ● ●

ゴミのポイ捨てをしない。リサイクルをする。食べ残しをしないなど、自分にできることを意識して
取りくむ。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

歩ける距離は歩く / SDGsの必要性の周知 / 緑化事業の推進 / 渋滞緩和の道路整備 ● ● ● ● ● ● ● ●

人種、国籍、歴史的背景があるが、ひとまずそれらは置いておいて、相手の話に耳を傾けるこ
とが自分自身、誰でも取り組める行動だと思う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



関連するゴール
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・スマートシティやコンパクトシティを実現し、都市部、都市周辺、農村の持続性の担保とつなが
りを強固にする事業に取り組みたい。
・フードロスをなくし、食材を無駄にしない。　購入商品が環境、人権に配慮しているか注意す
る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

情報の発信のためにSNSやYouTubeなどを取り入れ府民に周知する。 ● ●

教育の必要性を伝えたい（親子で） ● ●

募金などで支援する。 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

女性差別や人種差別をなくしていきたい。働きやすい環境づくり。職場でもやらない、やってい
る人はいないか気にしていたい。

● ● ●

・日々のエネルギー消費をおさえるため、活動時間を長くせず、エネルギーを使わない睡眠時
間に移行すること。
・造園に関わる人間として緑化を推進し、炭素固定量を増加させること。

● ● ●

インフラ施設の維持・管理を行い、すべての人が暮らしやすい町をつくる。

事業で海への産業廃棄物の処理を減らす取組みをする。リサイクルの仕方を考える。日本全体
だけでなく、世界にも緑を増やしていくようにすることが大事。SDGsについての講義をもっと増
やしていく。世界では普通、不景気な時には税を下げるので、それに合わせたら良いと思いま
す。

● ● ● ● ● ● ● ● ●

人と接する上で、対等に差別なく接し、街を汚すことなく、ゴミはポイ捨て等しないことが大切だ
と考える。また、ゴミが落ちていたり汚れているところは積極的にゴミを拾い、街をきれいにする
ことが大切だと考える。

● ● ● ● ● ●

個々の活動の集積が全体の活動につながることを意識し、積極的に関わる。（貧困地域への寄
付を少額でも行う）

● ● ● ● ●

業務の非属人化を意識する。俯瞰で見て広域的バランスを意識する。 ● ● ●



関連するゴール
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ゴミを分別して捨てる。 ● ● ● ● ● ●

ワクチンやインフラ整備等への募金。フードバンクへの寄付、着なくなった衣服の寄付。 ● ● ● ● ●

募金。支援金。 ● ● ● ● ● ●

「誰もが平等である」ということを念頭において行動する。 ● ● ● ●

一人ひとりが実行できる活動を考えてみんなで共有し、全員でゴールに向かえるよう音頭を取
る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

無理して、節電だったり省エネなどをせずに、できる範囲で少しずつ節電などをしていく。 ● ● ●

・食品ロスを減らし、電気自動車に乗る。
・リサイクルを心がける。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

建築職として住み続けられるまちづくりのために都市計画等。ジェンダー平等は日常的に考え
方や意識を変える。

● ● ● ● ●

まずは自分にできることから多角的な視点で物事を判断し行動する。いずれそれが誰かのため
になり、誰かも同じように行動していくだろうと考える。

● ● ● ● ●

大阪に住まう人々が住み続けられるように責任をもって事業に取り組む。それによって大阪を
課題解決の都市にする。

● ● ● ● ●

小さなことからコツコツと。目の前のゴミひろい。 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



関連するゴール
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日本という国の国民として、争いや戦争に反対する立場を取り続けること。個人としてだけでな
く、色んな人と助け合いながら活動すること。

● ● ● ● ●

普及活動や理解を深めること。 ● ● ●

義務付けは流石にされないと思うが、日々の生活では自分が少しでも募金などの活動をするこ
とができる。

● ● ● ● ●

・車の使用を控える。EV車などの購入を進める。
・ペットボトルではなくてマイボトルの使用。

● ●

食べ物は買った物、作った物に限らず全て食べる。捨てない。 ● ●

積極的に募金を行う。 ● ● ● ● ●

海外ボランティア、保全活動団体に寄付する。 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5や12のような一人ひとりの意識で変えられるものから始める。 ● ●

府民の方々のためにあきらめずに新しいことを学び続ける。 ●

農業ボランティアへの参加。平和維持活動への募金。 ● ● ●

防災対策の充実。



関連するゴール
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身近なものを大切にする。人類の多様性を理解する。常に平和と思いやりの意識を持つ。 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

政府に対して、国民が声を上げる。個人としてはSNSに自分が意思を表示する。 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ボランティア活動や寄付をできる時に行う。 ● ● ● ● ●

相手の立場に立って、考え、行動する。人に優しく、自分にも優しく。

自分の子どもにも兵器が必要でないことを伝える。 ● ●

「世界平和」を共通認識し戦争を起こさないという強い気持ちが大切だと思う。 ●

まずSDGｓを深く知り、遠いモノではないことの認識を改める。 ●

消費側の「ムダ」をしっかりとけずり、生産者側の製造計画（消費量）への参考になれるといいな
と思います。（一人では難しいことですが）

● ● ● ● ●


